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令
和
元
年
の
被
害
総
額
は
、
前
年
か
ら

微
増
の
４
４
７
１
万
円
（
前
年
比
１
０
４

％
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
被
害
率
は
　
・
８
％
と
、
過
去
５
年
で
１

３１

番
低
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、
一
戸
当

た
り
の
被
害
額
が
過
去
５
年
で
最
大
の
４

８
１
８
２
円
（
前
年
比
１
１
５
％
）
と
増

加
し
ま
し
た
。
鳥
獣
被
害
が
一
部
に
集
中

し
つ
つ
あ
る
傾
向
が
み
て
と
れ
ま
す
。

　
地
域
別
の
被
害
額
は
高
鷲
・
明
宝
・
和

良
で
は
増
加
し
、
八
幡
・
大
和
・
白
鳥
・
美
並

で
は
減
少
し
ま
し
た
。
高
鷲
地
域
で
は
前

年
の
１
・
６
倍
近
い
結
果
と
な
り
、
７
地
域

の
中
で
被
害
額
が
最
大
と
な
り
ま
し
た
。

　
鳥
獣
別
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
額
は

８
０
５
万
円
と
前
年
に
比
べ
２
割
以
上
減

少
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
各
地
域
で
の
対

策
の
結
果
と
、
豚
熱
（
C
S
F
）
に
よ
る

頭
数
減
も
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

ニ
ホ
ン
ザ
ル
に
よ
る
被
害
額
は
１
７
３
７

万
円
で
全
体
の
　
％
と
、
鳥
獣
種
の
中
で

３９

最
も
大
き
く
、
３
年
連
続
で
増
加
し
て
お

り
、
勢
い
が
増
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
や
ニ
ホ
ン
ザ
ル
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
な
ど
の
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
が
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
被
害
額
は
ピ
ー
ク
時
の
平
成
　
年
に
は
１
億
円
を
超
え
た
こ
と
も
あ

２２

り
ま
し
た
。
市
で
は
毎
年
、
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
、
防
護
柵
の
設
置
と
と
も
に
、
各
地
域
に
お
け
る
被
害

状
況
の
調
査
を
行
い
、
実
態
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。
　

前年比増減額令和元年平成３０年鳥　獣

７６.９％-２４３８０５１,０４８イノシシ

１３３.６％４３７１,７３７１,３００ニホンザル

９７.４％-２７１,０６２１,０８９ニホンジカ

１２７.６％８２３７９２９７カモシカ

６１.５％-１０１１６２２６３小型哺乳類（ハクビシン等）

１０４.９％１０２１６２０６カラス

１１９.５％１７１１０９３その他

１０４.１％１７５４,４７１４,２９６合　計

１１５.２％６,３５４円４８,１８２円４１,８２８円一戸当たり被害額

詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫

前年比令和元年（被害率）平成３０年平成２９年平成２８年平成２７年

６８.３%６６９ (４６.５%)９７９１,０８１１,１８４ ７９２ 八 幡

９２.９%９２４ (２７.５%)９９５９２７６５３ ７１８ 大 和

７６.１%４３２ (２４.４%)５６８５１０２９０ ４１８ 白 鳥

１５６.３%１,４３５ (３２.５%)９１８７０５１８７ ２８０ 高 鷲

９７.０%３５１ (３２.３%)３６２３７７３６７ ４７９ 美 並

１６７.６%４０９ (２７.３%)２４４２７９２２１ ２２５ 明 宝

１０９.１%２５１ (４４.１%)２３０２６５２２０ ３１３ 和 良

１０４.１%４,４７１４,２９６４,１４４３,１２２ ３,２２５ 合 計

９０.４%９２８戸１,０２７戸１,２３６戸９５９戸１,０７４戸被害戸数

１１５.２%４８,１８２円４１,８２８円３３,５３１円３２,５５４円３０,０２７円
一戸当たり

被 害 額

９４.１%５０.９%５４.１%５２.６%４１.１%３９.０%回 答 率

９７.６%３１.８%３２.６%３９.９%３６.２%４１.９%被 害 率

※調査票は、市内在住の農事改良組合員を対象として、５,７３２戸に配布し、２,９１７戸より回答いただきました。

※被害額は、「被害面積（数量）×作物の基準単価」により算出しました。

※一戸当たり被害額は、「被害額／被害戸数」により算出しました。

※被害率は、「被害戸数／回答戸数」により算出しました。

【表①】 地域別被害額 （単位：万円）

（単位：万円）
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【グラフ①】　鳥獣被害額の推移（平成２７～令和元年）

【グラフ②】　鳥獣別被害割合
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▼
調
査
期
間
…
平
成
　
年
1
月
1
日
か
ら

３１

　
　
　
　
　
　
令
和
元
年
　
月
　
日

１２

３１

▼
調
査
対
象
…
市
内
全
農
家
（
各
地
区
の
農
事
改
良

組
合
に
所
属
す
る
農
家
）

▼
調
査
方
法
…
農
事
改
良
組
合
長
を
通
じ
て
調
査
票

を
各
農
家
へ
配
布
し
、
農
産
物
の
被
害
の
有
無
、

被
害
面
積
（
被
害
量
）
等
を
報
告
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

【表②】 鳥獣別被害額
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作
物
品
目
別
で
は
、
水
稲
の
被
害
額
が

１
８
７
５
万
円
と
最
も
多
く
、
ダ
イ
コ
ン

や
ニ
ン
ジ
ン
等
の
根
菜
類
が
１
１
１
２
万

円
と
続
き
ま
す
。
水
稲
と
根
菜
類
で
被
害

の
　
％
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
他

６５

の
作
物
は
、
多
少
の
増
減
は
あ
る
も
の
の

前
年
よ
り
被
害
が
減
少
し
て
い
る
も
の
が

多
く
、
被
害
総
額
の
増
加
は
、
水
稲
と
根

菜
類
の
増
加
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
被
害
の
詳
細
を
み
る
と
、
白
鳥

を
除
い
た
６
地
域
で
ニ
ホ
ン
ザ
ル
に
よ
る

被
害
が
最
も
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
被
害
が
少
な
か
っ
た

郡
上
市
北
部
に
も
出
没
す
る
よ
う
に
な

り
、
こ
こ
数
年
で
生
息
域
が
変
化
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
農
作
物
鳥
獣
被
害
対
策
と

し
て
、
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
、
防
護
柵
の
設

置
に
対
す
る
補
助
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
の
主
な
鳥
獣
捕
獲
数
は
、

イ
ノ
シ
シ
２
９
２
頭
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
３

３
９
頭
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
２
１
６
５
頭
で

し
た
。
豚
熱
（
C
S
F
）
の
影
響
で
イ

ノ
シ
シ
の
捕
獲
頭
数
が
減
少
し
て
い
る

も
の
の
、
過
去
５
年
と
比
較
し
て
一
定

の
水
準
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
イ
ノ
シ

シ
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ

る
被
害
は
依
然
と
し
て
大
き
く
、
継
続

し
て
捕
獲
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
今
後
の
対
策
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の

防
護
柵
に
加
え
、
残
さ
の
処
理
や
追
い

払
い
、
耕
作
放
棄
地
対
策
な
ど
を
あ
わ

せ
て
行
う
と
効
果
的
で
す
。
ま
た
、
個

々
の
対
策
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
ぐ
る
み

の
対
策
が
望
ま
れ
ま
す
。
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問☎

前年比増減額令和元年平成３０年品　　　目

１１０.６%１７９１,８７５１,６９６水　稲

１２３.３%２１０１,１１２９０２根菜類（大根、人参等）

９３.５%-９１２７１３６葉茎菜類（白菜、ネギ等）

１９９.８%２３１洋菜類（ブロッコリー等）

８９.５%-５５４６７５２２果菜類（カボチャ、トマト等）

１２２.６%１１５８４７豆　類（大豆、インゲン等）

７６.２%-６７２１３２８０土物類（ジャガイモ等）

２５.６%-４５１５６０花卉類（南天等）

７４.３%-７４２１５２８９果物類（栗、柿等）

１０６.２%２３３８６３６３その他（牧草等）

１０４.１%１７５４,４７１４,２９６合　　　計

１１５.２%６,３５４円４８,１８２円４１,８２８円一戸当たり被害額

詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫

割　合被害額品　目割　合被害額鳥　獣

５３%３５２水稲

八幡

４２%２８２ニホンザル

八幡 １５%１０２根菜類３０%２０２ニホンジカ

１２%８３果菜類１６%１１０イノシシ

４１%３８１水稲

大和

３７%３４４ニホンザル

大和 １８%１６２根菜類２４%２１９イノシシ

１２%１１１果菜類２１%１９６ニホンジカ

５９%２５６水稲

白鳥

３５%１４９イノシシ

白鳥 １８%７７果菜類１９%８２カラス

７%３１根菜類１７%７２カモシカ

５３%７５３根菜類

高鷲

３７%５２８ニホンザル

高鷲 ２２%３２０飼料作物３１%４４４ニホンジカ

１６%２２５水稲１３%１８０カモシカ

６５%２２９水稲

美並

４４%１５６ニホンザル

美並 １０%３４果菜類２０%７１イノシシ

９%３３果物類１９%６６ニホンジカ

６２%２５４水稲

明宝

６２%２５５ニホンザル

明宝 １４%５８果菜類２０%８３イノシシ

１１%４６土物類１１%４５ニホンジカ

７１%１７７水稲

和良

５４%１３５ニホンザル

和良 １０%２５果菜類３１%７９ニホンジカ

６%１５土物類６%１４その他

令和元年度平成３０年度平成２９年度平成２８年度平成２７年度鳥　獣

２９２４８９７１４４３２２３０イノシシ

３３９３４３３４２３５２１９１ニホンザル

２,１６５２,１９９３,１５９２,２７４１,６８４ニホンジカ

２,７９６３,０３１４,２１５３,０５８２,１０５合　計

合　計
令和
元年度

平成
３０年度

平成
２９年度

平成
２８年度

平成
２７年度

平成２６年
度以前の
設置距離

３３１.８０.９３.６１２.８５.８１０.１２９８.６簡易電気柵

４３.９０.８１.１０.８０.６２.１３８.５その他簡易柵（ネット等）

１８８.８１.０７.０６.９１１.４ １９.７ １４２.８恒久柵

５６４.５２.７１１.７２０.５ １７.８ ３１.９ ４７９.９合　計

（単位：㎞）

（単位：万円）

（単位：万円）

（単位：頭）

市
の
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

水 稲水 稲
43.3%43.3%

その他
8.6%

根菜類
24.9%

豆類
1.3%

果物類
4.8%

果葉類
10.4%

土物類土物類

4.8%4.8%

土物類

4.8%

花卉類
0.3%

葉茎菜類
2.8%

洋菜類
0.1%

水 稲
41.9%

【グラフ③】　　　　　　　
　　作物品目別被害額割合

【表③】 作物品目別被害額

【表④】 被害割合上位３（鳥獣別・作物品目別）

【表⑥】 各種防護柵の設置距離

【表⑤】 有害獣の捕獲状況


